
２．事業概要と進捗状況

１．事業の目的

事業経緯 進捗状況

事業概要

年 度 主 な 経 緯

Ｈ８
現道拡幅部用地買収着

手

Ｈ１１ 現道拡幅部着工

Ｈ１５
現道拡幅部

一部供用(1,200m)

Ｈ１６
バイパス部用地買収着

手

Ｈ１７
現道拡幅部

全線供用(1,800m)

Ｈ２１
バイパス部Ⅱ用地買収

完了

全体計画
現在の
進捗状況
(進捗率)

前回評価時の
進捗状況
(進捗率)

事 業 費
８，２００百万円 ６，１８７百万円

（７５．５％）

２，９８４百万円

(３６．４％)

用地買収
１４１，０００ｍ2 １４０，５００ｍ2

(９９．６％)

５７，３３０ｍ2

(４０．７％)

計画延長
４，８５０ｍ １，８００ｍ

(３７．１％)

１，４００ｍ

(２８．９％)

事 業 場 所 大泉町北小泉～邑楽町篠塚

区 分 今 回 前回再評価時

全 体 事 業 費 ８，２００百万円 １０，２００百万円

全体事業費増減の理由 用地・補償費、工事費の減額

事 業 期 間 Ｈ８～Ｈ２５ Ｈ８～Ｈ２５

事 業 内 容
道路延長 ４，８５０ｍ
幅員 ２５．０ｍ

道路延長 ４，８５０ｍ
幅員 ２５．０ｍ

第 ２号議案
社会資本整備総合交付金事業（道路改築）

国道３５４号 大泉邑楽バイパス 大泉町～邑楽町

着工年度

評価理由

平成８年度

再評価後５年経過

事業箇所

大泉邑楽バイパス
Ｌ＝４，８５０ｍ

・高崎市から板倉町までを結ぶ『東毛広域幹線道路』の一部区
間であり、7つの交通軸のうち東毛軸の主要幹線道路である。

・国道354号の大泉区間は慢性的に混雑しており、特に朝夕の
渋滞が著しいことから、混雑解消のためバイパス整備および
現道拡幅を行うものである。

渋滞する国道３５４号（現道）

おおいずみおうら

おおいずみまち きたこいずみ おうらまち しのづか



２．事業概要と進捗状況（図面・写真等）
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３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？

４．目的を達成するための事業（手段）は適当か？

費用便益分析
計 画 ・ 前 回 再 評 価 時 今 回 再 評 価 時 備 考 便 益 説 明

算 出 根拠 マ ニ ュ ア ル

費用便益分析マニュアル
国土交通省

道路局、都市・地域整備局

平成１５年８月

費用便益分析マニュアル
国土交通省

道路局、都市・地域整備局

平成２０年１１月

基 準 年 平成１７年 平成２１年

区 分 項 目 現 在 価 値 構 成比 現 在 価 値 構成比

費 用

(千円 )
工 事 費 8,612,000 96.2% 9,073,000 95.0% 時間経過により、過去支出の現在価

値換算額が増加

維 持 管 理 費 340,000 3.8% 477,000 5.0%

費 用 合 計 ( C ) 8,952,000 9,550,000

便 益

(千円 )

走行時間短縮
便 益

29,087,000 93.4% 55,146,000 87.1%
東毛広幹道の将来計画を「２車線区
間あり」から「全線４車線」に変更。こ
れにより将来交通量増加。

交通事故減少
便 益

1,585,000 5.1% 2,062,000 3.3%

走行経費減少
便 益

476,000 1.5% 6,108,000 9.6%

便 益 合 計 ( B ) 31,148,000 63,316,000

費用対効果分析(B/C) ３．４８ ６．６３

・全体事業費精査の結果、当初事業費から約２０億円の減額となっている。（用地・補償費約１２
億円減、工事費約８億円減）
・優先区間を設定し、順次供用を図ることで事業効果の早期発現に努めており、平成１７年度に
は現道拡幅部を供用済である。また、平成２３年度までにバイパス部Ⅱの区間の工事を完了す
る予定である。

現道の交通量は増加傾向にあり、本工区の現道拡幅部（４車線）の供用後も混雑は継続して
いる。本工区のバイパス部工事を早期に完了し、渋滞解消を図る必要がある。
また、北関東自動車道太田･桐生ICへのアクセスを強化する事業として、平成２１年度から国
道１２２号八重笠道路を整備中であり、接続先となる大泉邑楽バイパスの整備は必要不可欠で
ある。

調査年度
乗用車換算交通量
（台/12h）

混雑率

Ｈ１１ １６，３５２ １．４５

Ｈ１７ １７，５５２ １．６３

測定場所：邑楽町大字篠塚2785

混雑率の変化

渋滞する国道３５４号（現道） 渋滞する国道３５４号（現道）

現道拡幅部（４車線化済み） 現道拡幅部（４車線化済み）



５．事業が長期間要している理由は？

６．事業の対応方針は？

【 元々が長期計画 不測の事態により長期化 】

全体延長Ｌ＝４．８５ｋｍ、全体事業費８，２００百万円と事業規模が大きいため、工区を分割し計画的に執行して
いるが全線開通には長期間を要する。
また、バイパス部には跨線橋が２箇所あり、鉄道事業者との調整及び施工に長期間を要すことが見込まれていた。

事業継続 ・ 事業中止

変更なし ・ 事業計画の変更 ・ スケジュールの変更

太田跨線橋

邑楽跨線橋

大泉邑楽バイパス
Ｌ＝４，８５０ｍ

現
道
拡
幅
部

バ
イパ
ス
部
Ⅱ

バ
イ
パ
ス
部
Ⅰ

Ｈ２５
完了予定

Ｈ２３
完了予定

Ｈ１７
完了済み

本事業は、国道３５４号の慢性的な混雑を解
消するためのバイパス整備及び現道拡幅事
業である。
事業規模が大きく、バイパス部には跨線橋
が２箇所あることから、当初から長期間を要
する計画となっているが、 優先区間を設定し
て事業費を投入することで、効率的に部分供
用を図り、事業効果の早期発現に努めている。
また、全体事業費の見直しにより、約２０億
円の減額となっている。
Ｈ２１年度末までに全体事業費の約７６％ま
で進捗しており、用地買収もほぼ完了してい
る。また、鉄道事業者との協議も整い、跨線
橋工事も推進中である。
平成２５年度全線完成に向けての課題は解
消されていることから、一日も早い全体効果
発現に向けて工事を推進したい。

両跨線橋とも鉄道事業者との協議を終え、工事着手している。

邑楽跨線橋施工状況太田跨線橋施工状況


